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と同側 M1 内における短潜時皮質内抑制（Short interval 
intracortical inhibition: SICI）および長潜時皮質内抑制
（Long interval intracortical inhibition: LICI）機構に影響
を及ぼすか否かについて検討することを目的とした．
【方法】 





び二連発 TMS を行い，左第一背側骨間筋（First dorsal 




度は，SICI では CS が安静時運動閾値の 0.8 倍，TS が 1 mV
を誘発できる強度，LICI では CS と TS が 1 mV を誘発でき
る強度とした．CS と TS の刺激間隔（Interstimulus interval: 








ms の二連発 TMS によって得られた MEP 振幅は，安静時お
よび疑似単語入力課題遂行時と比較し有意に増大した(図 2)．











M1 内における LICI 機構を抑制した結果，M1 の興奮性が増
大することが示唆された． 
図 1．安静時および各課題遂行時における ISI 100 ms の二連
発 TMS によるMEP 波形の代表記録例 
図 2．安静時および各課題遂行時における ISI 100 ms の二連
発 TMS によるMEP 振幅の比較
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